

















明治（1877～1878 年）の上位 100 にも入っていなかったのが 1956 年の第 10 位にまで上昇したこと








































50 年間の 6つの時点（昭和 4、14、24、34、44、54）での使用状況を比較したところ、『○○的』の











出版年度 辞書名／略記 編集者 収録語数
1. 1867 年（慶 3） 『和英語林集成』初版／『和』初 J・C・ヘボン 2万余
2. 1872 年（明 5） 『和英語林集成』第二版／『和』二 J・C・ヘボン 2万 2千余
3. 1886 年（明 19） 『和英語林集成』第三版／『和』三 J・C・ヘボン 3万 5千余
4. 1888 年（明 21） 『ことばのはやし』／『はやし』 物集高見 2万 4千
5. 1891 年（明 24） 『言海』／『言海』 大槻文彦 4万
6. 1894 年（明 27） 『日本大辞林』／『大辞林』 物集高見 15 万
7. 1898 年（明 31） 『ことばの泉』大増訂／『大増訂』 落合直文 13 万
8. 1908 年（明 41） 『ことばの泉』大増訂補遺／『補遺』 落合直文 20 万余
9. 1925 年（大 14） 『広辞林』／『広辞林』 金沢庄三郎 16 万
10. 1939 年（昭 14） 『辞苑』／『辞苑』 新村出 約 16 万
11. 1955 年（昭 30） 『広辞苑』第一版／『広』一 新村出 20 万余
12. 1969 年（昭 44） 『広辞苑』第二版／『広』二 新村出 約 20 万
13. 1983 年（昭 58） 『広辞苑』第三版／『広』三 新村出 20 万余
14. 1998 年（平 10） 『広辞苑』第五版／『広』五 新村出 23 万
15. 2008 年（平 20） 『広辞苑』第六版／『広』六 新村出 24 万















番号 辞書名（出版年度） 「的」の語例数 一年あたりの増加語基数3）
1. 『和』初（慶 3／1867） 0
2. 『和』二（明 5／1872） 0
3. 『和』三（明 19／1886） 0
4. 『はやし』（明 21／1888） 0
5. 『言海』（明 24／1891） 0
6. 『大辞林』（明 27／1894） 0
7. 『大増訂』（明 31／1898） 13 3.2
8. 『補遺』（明 41／1908） 57 4.4
9. 『広辞林』（大 14／1925） 102 2.6
10. 『辞苑』（昭 10／1935） 150 4.8
11. 『広』一（昭 30／1955） 228 3.9
12. 『広』二（昭 44／1969） 250 1.6
13. 『広』三（昭 58／1983） 266 1.1
14. 『広』五（平 10／1998） 425 10.6
15. 『広』六（平 20／2008） 450 2.5
表 2 15 冊のデータ数および増加数
図 1 「的」語例の一年あたりの増加語基数










1. 1867 年（慶 3） 『和』初 （無）
2. 1872 年（明 5） 『和』二 （無）
3. 1886 年（明 19）『和』三 post. pos. Of, used also as adj. particle: kwagaku teki sakuyō, chemicalaction; baka teki, = baka-mono, a dunce.
4. 1888 年（明 21）『はやし』 （無）
5. 1891 年（明 24）『言海』 （接尾）〔驀地、怪底、ナドノ、地、底、ト同音ノ語ナリ〕漢語ノ末ニツク語、之ノ意ヲナス。
6. 1894 年（明 27）『大辞林』 （無）
7. 1898 年（明 31）『大増訂』 接尾 的。『もと、支那の俗語』（語源）漢語にそへて、之の字の義を示するに用ゐる語。「消極てき」「美てき」
8. 1908 年（明 41）『補遺』 接尾 的。㊁（轉じて）云云の如き性質を帯たる意を示すに用ゐる語。「まるで、商買てきだ」「試験てきに行ふ」
9. 1925 年（大 14）『広辞林』 （接尾）名詞に添へて、其性質を帯び又は其状態をなす意を表はす語。「学者－－」「紳士－－」
10. 1939 年（昭 14）『辞苑』
（接尾）（英語の形容詞Democratic などの語末の tic を訛ったものとい
ふ）名詞に添へて、「なる」「の」又はその性質を帯び、その状態をなす
意をあらはす語。「文学－－」











































容詞Democratic などの語末の tic を訛ったものといふ」と述べている。なお、他の辞書は、語源に
ついて言及していない。














現したのは 1925 年の『広辞林』が最初で、「名詞に添へて」と記述している。その後、1935 年の
『辞苑』から 1998 年の『広』五まで、すべて同じ記述をしている。つまり、「的」が「名詞」に添え
発行年 書名 「的」についての記述




























































































































































































































































Functional and Semantic Changes
of the Suffix “-teki” treated in the Dictionaries (PartⅢ)
WANG, Juan
Linguistics started as a historical study of language. In view of that, the research on the changes of
the suffix “-teki”, which has undergone dramatic mutation, is significant to the observation of the
overall development of language.
平安女学院大学研究年報 第 16 号 2015
－ 53－
This paper analyzes closely the changes of descriptions of the suffix “teki” in 15 Japanese
dictionaries, the earliest being the first edition of A Japanese and English Dictionary in 1867 and the
latest being sixth edition of Kojien in 2008. Its analysis is threefold:
1. Observing the trend of data changes collected in these 15 dictionaries.
2. Observing the changes in the descriptions of the suffix “teki” in each dictionary.
3. Observing the changes in the description of adjectives using the suffix “teki” in each dictionary.
From the perspective of historical linguistics, this paper aims to explore the diachronic changes of
the suffix “teki” since the Meiji period.
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